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ハロー核

ハロー核:1個または2個の中性子がコア核のまわりに
薄く、異常に広く分布

密度の飽和性

→安定核でしか成り立たない

11Li(ハロー核) 208Pb

ほぼ等しい大きさ



ハロー核の探索

クーロン双極子相互作用(E1)による分解断面積の大きさ

ハローを特徴付ける量

実験で観測可能な量:

n

10Be
208Pb 10Be

n

11Be

E1



本研究の目的と手法

観測量からE1による分解断面積を引き出す方法の確立

標的核は

1n-halo

対象とするハロー核は
11Be,15C,19C,31Ne

12C,16O,48Ca,58Ni,90Zr,208Pb

反応モデルはアイコナールCDCCを用いる

スケーリング則
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本研究の目的と手法

・分解反応を非摂動,非断熱的に記述する

・核力とクーロン力を干渉を含め統一的に扱える

・2核子間の相互作用にはメルボルンのg行列

・密度はハートリーフォック

・コア-標的核,中性子-標的核間の相互作用は微視的畳み込み

・入射エネルギー 250MeV / nucleon
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(or A+n)

弾性分解(EB)とstripping(STR)

c

EB
標的核Aが励起されない

STR
標的核Aが励起またはnを吸収

n

実験で観測するのはコア核のみ

n

P
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反応の種類

標的核の種類

相互作用の種類



準備(1)
定理1:クーロン力と核力の分解振幅の干渉は無視できる

定理2:208Pbのクーロン分解断面積はE1が支配的
      多段階過程は無視できる

想定1

想定2



準備(1)

19C

15C

11Be
31Ne19C
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準備(2)
定理3:

11Be 15C

12C12C 16O16O

48Ca48Ca

58Ni58Ni 90Zr 90Zr

208Pb 208Pb

99A1/3-120 49A1/3-38

(mb) (mb)

想定3



19C
31Ne

12C
12C16O 16O

48Ca 48Ca

58Ni 58Ni 90Zr
90Zr

208Pb 208Pb
80A1/3-90 68A1/3-73

(mb) (mb)

準備(2)
定理3:

想定3



準備(3)

定理4:
想定4



スケーリング則



スケーリング則

定理1:

想定1



スケーリング則

定理1:

想定1



スケーリング則

定理1:

想定1



スケーリング則

定理1:

定理1:

想定1

想定1



スケーリング則
定理1:

定理3:想定1

想定3



スケーリング則
定理1:

定理3:想定1

想定3



スケーリング則
定理1:

定理3:

定理2:

想定1

想定3

想定2



スケーリング則
定理1:

定理3:

定理2:
想定2

想定1

想定3



スケーリング則
定理1:

定理3:

定理2:

定理4:

想定1

想定3

想定2

想定4



スケーリング則
定理1:

定理3:

定理2:

定理4:
想定4

想定1

想定3

想定2



スケーリング則

観測可能な量求めたい量

定理1:

定理3:

定理2:

定理4:

想定1

想定3

想定2

想定4



スケーリング則

～

①

②



スケーリング則

～

11Be 15C 19C 31Ne



まとめ

～

観測量から(E1)による分解断面積を引き出す方法の確立



将来の展望
今回対象としたのはハロー核であることがある程度確定 
 している核種
分解断面積の増加が穏やかな核種の場合、より正確に 
 E1による分解断面積を見積もる必要がある

CDCCを用いて正確なスケール因子を決定

E1による分解断面積を正確に見積もる

ハロー核かどうかの正確な判定
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